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リフレクターでQSO

 リフレクターを使ったQSOの例
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アメリカのモービル局とイギリスの散歩局と日本のホーム局のラウンドQSO



リフレクターの動作

 リフレクターを流れる音声パケット
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ID51で送られたD-Star信号は電波からインターネットに流れリフレクターにより他の

受信局に送られ430MHzの信号になり、ID-31で復調される。



リフレクターの種類

 リフレクターは一般的に電波形式毎（D-Star/DMR/C4FM）の種類がある。

 アクセスするインターフェース（HotSpot)は複数の電波形式をカバーする物もある。
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通常同一電波形式同志でQSOする。 最近電波形式を変換するリフレクター、アクセスインターフェースが
登場して来ている。 C4FM<->DMR DMR<->D-Star など



リフレクターの実際のQSO例

 JA4DQX局とJP7ELN局QSOの 動画です。
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リフレクターとD-Starリピーター

 リフレクターとD-Starリピーターの違いです。

D-Starリピーターゲート超えQSOは１:１のQSO
リピータ局は一局しかアクセスできない。

リフレクターは１:NのQSO
ノード局が簡単なので多数の局がアクセス可能
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注参照

注 一部制限がある



リフレクターQSOに必要な設備と手続き

 リフレクターにアクセスする二つの方法
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1. スマホ+ポータブルAMBEサーバー
2. PC + ThumDV （USB Stick）

トランシーバー+HotSpotインターフェース+免許



リフレクターアクセス方法

 トランシーバーを使ったアクセス方法

 トランシーバーを使っているので無線でQSOしている感じが良い

 HotSpotインターフェース（430MHz  10ｍＷ）の為に別の無線局の免許が必要HotSpotインターフェース（430MHz  10ｍＷ）の為に別の無線局の免許が必要

 費用が高い トランシーバー + HotSpot ＋ 新規開局 ＋ JARD等の保証認定料

 トランシーバーを使わないアクセス方法

 トランシーバーを使わないので無線でQSOしている感じがしない。 携帯電話と何が違う?

 電波を出さないので、新規開局 変更申請不要 手軽です。
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 電波を出さないので、新規開局 変更申請不要 手軽です。

 必要なのはAMBEサーバーだけなので、開局費用が安い

+
ラズベリーパイ

又は ポータブルAMBEサーバー



リフレクターアクセスの為のインターフェース

 電波を出すタイプと電波を出さないタイプの現在のインターフェースの表です。

RaspberryPI BlueStack オリジナル基板
赤ドングル

DVMEGA (組み合わせ)

USB ケーブルタイプ USB スティックタイプ

マイノード
HotSpot

(電波利用)

【番外編】

ZumSpot
（発売中止)

OpenSpotDV4mini
RaspberryPI BlueStack オリジナル基板

青ドングル myDV Dongle P-AMBE Server DV3K ThumbDV DV Stick

赤ドングル
DVMEGA (組み合わせ)

USB ケーブルタイプ USB スティックタイプ

マイノード
HotSpot

(電波利用)

【番外編】
公開ノード

ZumSpot
（発売中止)

OpenSpotDV4mini
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青ドングル myDV Dongle P-AMBE Server DV3K ThumbDV DV Stick

USB ケーブルタイプ USB スティックタイプ

ドングル
(電波未使用)

【番外編】
公開ノード青ドングル myDV Dongle P-AMBE Server DV3K ThumbDV DV Stick

ドングル
(電波未使用)

公開ノード

P-AMBE ServerはWiFi接続可能



リフレクターアクセスの為のソフトウエア

 リフレクターアクセスのソフトウエアはPA7LIM製作のFreeware BlueDVシリーズが使
い易いです。ダウンロードはJH1TWX局のサイトから

 http://xrf076.xreflector-jp.org/info/download6.html

 Windows Linux Androidの各種ソフトウエアがダウンロードできます。 Windows Linux Androidの各種ソフトウエアがダウンロードできます。
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BlueDV for Windows と BlueDV AMBE for Android

 二つのソフトウエアの画面です。左がWindows用 右がAndroid用です。
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D-Starリフレクターの種類

Dplus Protocol（REF）
アメリカのロビン氏が Dplus Protocol を開発しました。XLX Reflector
の以前より「REFリフレクター」が存在しています。

DCS Protocol（DCS）
ドイツで開発された DCS Protocol であり、XLX Reflectorの以前より
「DCSリフレクター」が存在しています。

DExtra Protocol（XRF）
オランダのルーク氏が開発した DExtra Protocol です。XRFの語源はオランダのルーク氏が開発した DExtra Protocol です。XRFの語源は
「deXtraREF」や「eXpanded REF」など諸説あります。
DExtra Protocolは、上記のプロトコルと併せて利用可能な「XLXリフ
レクター」が開発されました。
日本では2016年3月にJR3VHアマチュア無線クラブでJA3GQJ局が中心になって
JA2CCV局の協力もあり、日本最初のXLXリフレクターを立ち上げました。その後、
ラズベリーパイを使ったXLXリフレクターをJF2ANH局やJA3GQJ局が個人的に開局。
現在では日本で最も多い（50局以上）リフレクターになっています。
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XRFリフレクターのリスト

 まずはどのリフレクターに接続するか決めましょう。この画面は現在動作しているリフレク
ターのリストです。

日本全部で５０以上
のリフレクターが稼のリフレクターが稼
働しています。これ
はリストの一部です
。
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 どのリフレクターに接続してもかまいませんが、リフレクターによってインターリンク（後で
説明）が少しづつ異なっています。この表で接続関係もわかります。

 http://xrf076.xreflector-jp.org/info/pdf/diagram.pdf に置いてあります。



リフレクターに繋がっている局と履歴

 接続するリフレクターを決めたらそのリフレクターのアクセス履歴を見る。

 接続するリフレクターにはDashboard と呼ばれるホームページがあります。そのページを見る
とリフレクターの現在の状況を知る事ができます。

 http://xrf076.xreflector-jp.org/ http://xrf076.xreflector-jp.org/
こ の 画 面 が リ フ レ ク タ ー の
Dashboardの一例です。

この画面を見るとどの局がいつどの
チャンネル（モジュール）にアクセ
スしたかがわかります。

これにより、自分のQSOしたい相手
がいるかどうかわかります。
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がいるかどうかわかります。

右上のエリアには、現在接続してい
る局のコールサインが見えます

例えばDモジュールにはPA7LIMが
接続しています。



XRFリフレクターのモジュール（チャンネル）について

 XRFリフレクターのモジュールとは、無線のチャンネルの様な物で、AからZまでの２６チャン
ネルあります。一つのリフレクターで２６チャンネルあるので、日本のリフレクター 全部で
１５００チャンネルほどあり、全部アクセス可能なので、空きチャンネルが無いということは
ありません。

 D-StarリフレクターはXRF番号とモジュールでQSOするチャンネルを決定します。

 リフレクターの番号とモジュール（チャンネル）は上図の赤い四角内の所をクリックして設定
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 リフレクターの番号とモジュール（チャンネル）は上図の赤い四角内の所をクリックして設定
します。

 QSOするときに「076のEにいます」という言い方でQSOチャンネルを決めます。



XRFリフレクターのインターリンクについて

 前ページで一つのリフレクターはAからZまでの26チャンネルあると言いました。しかしすべて
のチャンネルがバラバラだとどこでCQを出せば皆さんに聞いてもらえるでしょうか?

 実はモジュール同士をつなぐ仕組みがあります。それをインターリンクと呼びます。つながっ
ているモジュールでCQを出せばつながっているリフレクターすべてでCQが聞こえます。ているモジュールでCQを出せばつながっているリフレクターすべてでCQが聞こえます。
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ほとんどのXRFリフレクターは C D モジュールがインターリンクでつながっていて、CとかDモジュールでCQを出せばC
Dモジュールにリンクしている局にはCQが聞こえます。インターリンクの関係は先ほど説明したリストの掲載されています。

http://xrf076.xreflector-jp.org/info/pdf/diagram.pdf



BlueDV AMBE for Android の簡単な使い方です。

 各ボタンをタッチすればそれぞれの動作をします。

リフレクターの種類設定

リフレクターの番号設定

リフレクターのモジュール設定

リンクの切断

リンクの接続
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 リフレクターの種類とモジュールを選んで電話機ボタンでリンクするだけで受信です。送信は
画面をタッチ! 簡単です。

リフレクターの種類設定

AMBEサーバーの接続 音声レベル調整



DMR リフレクターでのQSO

 BlueDV AMBE を使えば追加のハードウエア無しで DMRリフレクターが使えます。

 DMRとは Digital Mobile Radio の略で、ヨーロッパ アメリカ では大変ポピュラーです。
システムは色々ありますが、下図は良く使われているBrndMeisterと呼ばれるシステムです。
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DMR ID の取得

 DMRを使うためにはDMRIDという番号を取得する必要があります。DMRIDの取得にはコール
サインが必要です。

 取得方法 https://www.radioid.net/cgi-bin/trbo-database/register.cgi へアクセス

DMRIDの取得はこのサイトから始めます。
このサイトで申請をして、番号を割り当ててもらいます。
番号取得には数日かかるようです。

DMRのQSOの場合、QSOの相手は、コールサインでは無く
DMRIDを使って検索したりします。

DMRトランシーバーにはコールサインは入力されないで
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DMRトランシーバーにはコールサインは入力されないで
DMRID番号が呼び出し等のキーになります。



DMR と TG（Talk Group）

 DMRでQSOする場合、DMRIDを取得する必要に加えて、TG トークグループという仕組みの
理解が必要です。

 DMRリフレクターはどのリフレクターに繋いでも動作は同じです。XRFリフレクターはAからZ
までのモジュールがありましたが、DMRはこのモジュールに相当するのがTGと呼ばれる番号で、までのモジュールがありましたが、DMRはこのモジュールに相当するのがTGと呼ばれる番号で、
1から9999999までほぼ無限大のトークグループがあります。

 TGの良く使われる番号は各国、グループに割振れれています。下図はその一例です。

20

TG 440が日本に割り当てられています。 日本では他にTG 44120が良く使われています。



DMR QSOのモニター Hose line

 DMRのQSOは、Google Chrome でモニターする事ができます。HoselineというWEBページ
で、指定したトークグループの履歴を見ることができます。

 又Audio Levelの表示とか、音声のスペクトラムの表示もあるので、自分の信号のモニターを
行う事ができます。行う事ができます。

 自分が良く使うトークグループの状況が良く把握できます。
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https://hose.brandmeister.network/scan/44120/



DMR QSO の方法

 DMRのQSOは、一番左上のボタンをDMRに切り替えます。その右の番号がTGです。電話マー
クをタップして、リンクします。画面にタッチすると送信モードになります。

DMRを選択
トークグループを選択

G(Group)かP(Personal)を選択。
通常はG

接続 切断
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もう一つのDMRネットワーク DMRplus

 DMRplus はヨーロッパに多くみられるDMRのネットワークである。

 BlueDV for Windows でDMRplusのネットワークも使えます。

 日本には JAPAN-Masterと呼ばれる番号4900のリフレクターが立ち上がっている。

 AMBEサーバーかThumbDVドングルがあれば、簡単に使用できます。
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DMRplusでの画面

Japan-Master 4900 のダッシュボードXRF076ダッシュボードのDMR+ボタンをクリックす
るとDMRplusのアクセス方法等の情報が得られます



本日はXRFリフレクター同好会の講演会参加ありがとうございます。

 写真は XRFリフレクター同好会で製作頒布しているポータブルAMBEサーバーとテザリング
で繋がっているアンドロイドタブレットです。これだけでリフレクターQSOができます。
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前半の部 終了です。 73


